
目黒区議団ニュース目黒区議団ニュース日　本
共産党

2010年12月・2011年1月号

発行 日本共産党目黒区議団
目黒区上目黒2-19-15　目黒区役所5階
TEL 03-3715-1111（内線3030）
FAX 03-5722-9344
ホームページ http://www.jcpmkd.jp/

ご意見を
お寄せ
ください

保育園

老人ホー
ム

公営住宅

を増やす
6つの効果6つ6つのの効果効果効果効果効果効果効果効果効果効果6つの効果

1995年に　都・区が32億円ずつ出して購入

区の計画：福祉住宅・区営住宅など80数戸の建設
都の計画：101戸の都営住宅の建設

　都・区は当初計画を破棄し、50～70年間民間企業に貸し付け、商業施設やマンシ
ョンなどの建設計画に活用させると方針変更。周辺地域の再開発のきっかけにも。

　購入時の約束通り、区民の財産は区民のために活用させましょう。

JR跡地
（上目黒1丁目）

8,500㎡
大企業に貸すのではなく
区民のために活用を

　日
本
共
産
党
目
黒
区

議
団
は
、
雇
用
、
く
ら

し
、
営
業
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
の
困
難
を
解
決
す
る
た
め
に
「
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」（
日
本
共
産
党
の
区
政
政

策
）
を
発
表
し
ま
し
た
。「
開
発
優
先
」の
区
政

の
あ
り
方
、
考
え
方
を
自
治
体
の
本
来
の
役
割
で

あ
る
「
住
民
の
福
祉
増
進
最
優
先
」
の
区
政
へ
と

根
本
か
ら
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　用
地
は
８
５
０
０
㎡
の
Ｊ
Ｒ
跡
地
や
２
３
０
０

㎡
の
守
屋
教
育
館
跡
地
、
４
２
０
０
㎡
の
中
町
自

転
車
集
積
所
な
ど
の
区
有
地
を
活
用
し
ま
す
。

　区
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
保
育
園
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
公
営
住
宅
を
増
や
す
こ
と
を
か

か
げ
て
い
ま
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
区
内
業
者

に
発
注
、
職
員
は
正
規
雇
用
を
原
則
に
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
区
内
業
者
の
仕
事
確
保
、
地
域
商
店

街
の
売
り
上
げ
増
、
保
育
士
、
介
護
士
、
栄
養
士
、

調
理
師
な
ど
の
雇
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
総
合
的
な
施
策
の
展
開
で

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　日
本
共
産
党
目
黒
区

議
団
は
、
雇
用
、
く
ら

し
、
営
業
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
の
困
難
を
解
決
す
る
た
め
に
「
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」（
日
本
共
産
党
の
区
政
政

策
）
を
発
表
し
ま
し
た
。「
開
発
優
先
」の
区
政

の
あ
り
方
、
考
え
方
を
自
治
体
の
本
来
の
役
割
で

あ
る
「
住
民
の
福
祉
増
進
最
優
先
」
の
区
政
へ
と

根
本
か
ら
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　用
地
は
８
５
０
０
㎡
の
Ｊ
Ｒ
跡
地
や
２
３
０
０

㎡
の
守
屋
教
育
館
跡
地
、
４
２
０
０
㎡
の
中
町
自

転
車
集
積
所
な
ど
の
区
有
地
を
活
用
し
ま
す
。

　区
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
保
育
園
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
公
営
住
宅
を
増
や
す
こ
と
を
か

か
げ
て
い
ま
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
区
内
業
者

に
発
注
、
職
員
は
正
規
雇
用
を
原
則
に
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
区
内
業
者
の
仕
事
確
保
、
地
域
商
店

街
の
売
り
上
げ
増
、
保
育
士
、
介
護
士
、
栄
養
士
、

調
理
師
な
ど
の
雇
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
総
合
的
な
施
策
の
展
開
で

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

区
民
の
切
実
な

願
い
に
こ
た
え
て

区
民
の
切
実
な

願
い
に
こ
た
え
て

区
民
の
切
実
な

願
い
に
こ
た
え
て

子どもは保育園に、パパ・ママは安心して働きに

特別養護老人ホームの待機者（1000人）減少

保育士・介護士・栄養士・調理師などの雇用促進

地元の建設業、商店街の仕事確保と売上増に

公営住宅増で若者も高齢者も住みつづけられます

区民のくらしと営業の安定で区財政も安定

1

2

3

4

5

6

に
安
心
を

に
安
心
を

子
育
て
介
護
く
ら
し
仕
事

保育園

福祉　まちづくりプラン福祉　まちづくりプラン福祉　まちづくりプラン
大きな
経済効果

日本共産党区議団の提案



　区
は
４
月
に
、
「
保
育
所
の
待
機
児
童
数
の

急
増
」
と
「
区
立
幼
稚
園
の
園
児
数
の
減
少
」

を
理
由
に
２
園
を
廃
止
し
、
残
り
３
園
に
つ
い

て
は
保
育
も
行
う｢

子
ど
も
園｣

に
移
行
す
る
方

針
を
発
表
し
ま
し
た
。
11
月
議
会
で
は
、
保
護

者
と
区
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
に
寄

せ
ら
れ
た
２
６
０
０
名
余
の
区
民
の
声
に
背
を

向
け
、
自
民
・
民
主
・
公
明
な
ど
が
ふ
ど
う
幼

稚
園
、
か
ら
す
も
り
幼
稚
園
の
廃
止
条
例
を
可

決
し
ま
し
た
。

　目
黒
区
の
乳
幼
児
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
願
い
に
こ
た
え
て
、
幼
稚
園
と
保

育
所
双
方
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

働
く
保
護
者
が
増
え
る
中
で
、
保
育
所
待
機

児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
緊
急
課
題
で
重

要
で
す
が
、
区
立
幼
稚
園
を
廃
止
し
て
転
用

す
る
の
で
は
な
く
、
保
育
所
は
独
自
課
題
と

し
て
増
設
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　民
主
党
政
権
が
「
地
域
主
権
改
革
」
の
名
の

下
に
す
す
め
る
「
こ
ど
も
園
」
は
、
国
が
定
め

た
職
員
配
置
や
施
設
設
置
な
ど
の
「
最
低
基

準
」
を
廃
止
し
、
国
の
責
任
を
放
棄
し
て
自
治

体
に
丸
投
げ
す
る
も
の
で
す
。
幼
保
一
体
化
と

し
て
出
さ
れ
た
「
こ
ど
も
園
」
は
、
幼
稚
園

の
基
準
も
保
育
園
の
基
準
も
あ
い
ま
い
に
し

て
、
入
園
は
地
方
自
治
体
が
関
与
せ
ず
、
親

と
園
が
直
接
契
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　目
黒
区
は
、
経
費
削
減
を
目
的
に
保
護
者
の

猛
反
対
を
振
り
切
っ
て
、
08
年
に
区
立
第
二
田

道
保
育
園
の
民
営
化
を
強
行
し
ま
し
た
。
民
営

化
後
は
職
員
が
短
期
に
何
人
も
入
れ
替
わ
る
な

ど
保
育
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　区
は
さ
ら
に
、
第
二
ひ
も
ん
や
保
育
園
を
民

営
化
し
、
今
後
に
つ
い
て
は
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
長
年
に

わ
た
っ
て
、
職
員
と
保
護
者
と
区
が
一
体
と

な
っ
て
築
い
て
き
た
〝
目
黒
の
保
育
〞
を
大

き
く
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

区
立
ふ
ど
う
幼
稚
園
・
か
ら
す
も
り
幼
稚
園
を
廃
園
に

区
立
保
育
園
を
次
々
と
民
営
化

民
主
党
政
権
が
ね
ら
う
公
的
保
育
制
度
の
解
体

保
護
者
の
反
対
の
声
ふ
み
に
じ
り

幼
保一体
化

こ
ど
も
園

　目
黒
区
は
、
10
月
に
財
政
難
に
対
応
す
る
と

し
て
「
緊
急
財
政
対
策
本
部
」
を
設
置
。
３
月

に
改
定
し
た
ば
か
り
の
実
施
計
画
を
大
幅
に
変

え
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
に
、

敬
老
の
つ
ど
い
19
万
円
、
成
人
の
つ
ど
い
12
万

円
と
わ
ず
か
な
予
算
ま
で
削
る
な
ど
、
そ
の
多

く
は
福
祉
、
教
育
を
は
じ
め
区
民
施
策
に
か
か

わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
開
発
計
画
は
温
存

　そ
の
一
方
で
、
新
た
な
再
開
発
へ
の
火
種
に

な
り
か
ね
な
い
、
中
目
黒
駅
周
辺
地
区
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
見
直
す
こ
と
な
く
温
存
し
て
い

ま
す
。

　目
黒
区
が
財
政
運
営
に
陥
っ
た
最
大
の
原
因

は
、
左
に
あ
る
よ
う
に
大
型
公
共
事
業
を
次
々

と
す
す
め
て
き
た
放
漫
な
財
政
運
営
に
あ
り
ま

す
。
大
型
公
共
事
業
の
た
め
に
多
額
の
借
金
を

重
ね
、
積
立
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て
き
た
結

果
が
今
日
の
事
態
で
す
。
そ
の
反
省
な
く
し
て

財
政
の
立
て
直
し
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
延
期

箱
根
保
養
所
の
廃
止
な
ど
な
ど…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
延
期

箱
根
保
養
所
の
廃
止
な
ど
な
ど…

財政難
口実に

1996年以降の
大型公共事業に
つぎ込まれた税金

1996年以降の
大型公共事業に
つぎ込まれた税金

一方で福祉・教育
施策はバッサリ！
一方で福祉・教育
施策はバッサリ！

都立大跡地
大規模施設建設
202億円

庁舎移転
246億円

中目黒駅前開発
（上目黒1・2丁目）
186億円

目黒線立体交差事業
119億円

開
発・ハ
コ
モ
ノ・庁
舎
移
転
な
ど
大
規
模
事
業
最
優
先
の
区
政
運
営

財
政
難
の
原
因
は

◆共産党  やめるべきと主張し、参加せず

◆自民党  ｢来年度は実行する｣

◆民主党・公明党
　｢補正予算で組めばいい｣と自民を容認

議員の海外視察はまだ続けるの？議員の海外視察はまだ続けるの？

◆老朽化した築53年の東山小学
　校校舎の改築・大規模改修
◆区立第4特別養護老人ホーム
　の建設
◆特別養護老人ホーム中目黒の
　大規模改修
◆碑文谷体育館の改築
◆碑文谷母子アパートの建て替え

◆地域密着型サービス基盤の整
　備支援
◆中堅ファミリー世帯住み替え
　家賃助成
◆図書館の図書・雑誌等

◆箱根保養所

「見直し」される主な事業「見直し」される主な事業

延期

縮小

廃止

　日
本
共
産
党
区
議
団
が
と
り
く
ん
だ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、多
く
の
方
々
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

く
ら
し
向
き
に
つ
い
て｢

苦
し
く
な
っ
た｣

と
多
く
の

方
が
答
え
、そ
の
厳
し
い
実
態
が
び
っ
し
り
と
書
き

込
ま
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
し
た
。

不況で工事発注が3割も減り赤字続き

病気、入院などの
医療費、老後の介護
などへの負担が重い

正社員として保障がある
仕事に就職できない。
仕事を選んでいるわけで
はないのに時期が来ると
雇止めになる生活を何年
も続けている

給料が減っているのに、
教育費がどんどん増え、
生活していけるのか不安

自分のこと
ができなく

なったら、
老人ホーム

に入れるの
か。

区議団アンケートにご協力ありがとうございました

自
治
体
の
第
一
の
仕
事
は
「
住
民
の
福
祉
増
進
」
に
あ
り
ま
す
。

区
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
今
こ
そ
、
本
来
の
役
割
と
責
任
を
果
た

せ
る
目
黒
区
政
へ
の
転
換
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
医
療
費
に
か
か
る
負
担
が
重
く
て
、
生
活
が
苦
し
い
」
「
医
療
費

の
た
め
に
借
金
を
し
て
い
る
」…

…

。
日
本
共
産
党
目
黒
区
議
団
は
、

こ
う
い
っ
た
区
民
の
切
実
な
状
態
を
改
善
し
よ
う
と
、
９
月
議
会
で

「
高
齢
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
窓
口
負
担
割
合
が
１
割
に
な
っ
て
い
る
区
民

を
対
象
に
、
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
へ
の
助
成
を
お
こ
な
う
も
の

で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
自
民
、
民
主
、
公
明
、
社
民
は
「
財
政
が
厳
し

い
」
な
ど
を
理
由
に
反
対
し
、
否
決
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
、
実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
中
学
３
年
生
ま
で

●
私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
補
助
４
万
円
↓
６
万
円
に

●
小
学
校
１・２
年
生
で
35
人
学
級
の
実
現

（
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
）

●
妊
婦
検
診
助
成
４
回
↓
14
回
に
拡
大

●
介
護
保
険
料・利
用
料
の
低
所
得
者
減
額

●
介
護
保
険
料
の
値
下
げ

●
障
害
者
施
設
使
用
料
の
軽
減
、福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利

用
時
間
延
長

●
住
宅
の
耐
震
診
断・耐
震
改
修
へ
の
助
成

●
住
環
境
を
守
る
建
築
物
の
絶
対
高
さ
制
限
の
導
入

●
小
規
模
事
業
者
の
受
注
拡
大
の
た
め
、簡
易
登
録
制

度
の
実
現

●
中
小
企
業
へ
の
無
利
子
融
資
制
度
実
現

●
政
務
調
査
費
の
使
途
基
準
の
明
確
化

　日
本
共
産
党
は
、
区
民
施
策
切

り
捨
て
を
す
す
め
る
現
目
黒
区
政

の
下
で
も
、
区
民
の
み
な
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
実
績

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
実

現
は
、
区
議
団
が
条
例
提
案
し
た

こ
と
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　こ
れ
に
対
し
て
他
党
す
べ
て
が

反
対
し
否
決
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
お
母
さ
ん
た
ち
と
運
動
に
と

り
く
み
、
く
り
か
え
し
議
会
で
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

世
論
の
広
が
り
の
中
で
他
党
も
区

長
も
必
要
を
認
め
て
実
現
し
た
も

の
で
す
。
現
在
、
中
学
３
年
生
ま

で
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
ゆ
た
か
な
実
績

「
困
っ
た
と
き
に
は
区
役
所
へ
！
」
と
い
え
る

あ
た
た
か
い
区
政
に

主
な
実
績

主
な
実
績

高齢者の入院医療費助成条例を提案

　こ
れ
ま
で
目
黒
区
は
、
「
財
政
が
厳
し
い
」
と

強
調
し
な
が
ら
、
国
の
言
い
な
り
に｢

行
革｣

を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険

料
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
、
区
営
住
宅
の
使
用

料
の
減
免
制
度
の
見
直
し
、
駐
車
・
駐
輪
場
の
有

料
化
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
有
料
化
、
老
人
福
祉

手
当
の
廃
止
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
の
電
話
代

補
助
の
廃
止
、
就
学
援
助
制
度
の
対
象
縮
小

等
々
、
区
民
へ
の
負
担
増
や
区
民
施
策
の
切
り
捨

て
で
す
。

　全
国
で
は
、
住
民
の
福
祉
を
守
ろ
う
と
奮
闘
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
東
京
の
日
の
出
町

で
は
75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を
独
自
に
実
施

し
て
、
お
年
寄
り
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
国
が
す

す
め
る
国
民
に
冷
た
い
政
治
か
ら
、
住
民
を
守
る

こ
と
が
本
来
の
自
治
体
の
仕
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　日
本
共
産
党
は
、
上
記
の
施
策
を
は
じ
め
区
民

の
切
実
な
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
齢
者
医
療
費
助
成
の

高
齢
者
医
療
費
助
成
の

高
齢
者
医
療
費
助
成
の

条
例
を
提
案

条
例
を
提
案

条
例
を
提
案

こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

が
与
党
の
目
黒
区
政

自
民
民
主
公
明

日本共産党
2010年認可保育所に
入れなかった子ども269人

保育所の増設認
可

待機者約1000人
老人ホームの増設

家族がいると使えない

ホームヘルプ
サービスの拡充 住宅数は世帯比で

23区最低

公営住宅の増設
就職サポート
ステーションの設置

青年の雇用対策特別養護　

実現に全力！実現に全力！



日本共産党目黒区議団

●毎月第３木曜日午後２時～３時半
●区役所５階日本共産党控室　　（3715）1111  （内）3030
●各区議地域でも随時行っています。お問い合わせ下さい。
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困った時はいつでもどうぞ困った時はいつでもどうぞ
無料法律・生活相談法律・生活相談法律・生活相談

4世帯に1世帯が払えないまた値上げ!?値上げ!?が
また

が高すぎる保険料高すぎる保険料
　「
保
険
料
が
高
く
て
、

入
院
費
が
払
え
な
い
」「
高

齢
者
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
は
、

医
療
関
係
費
で
生
活
が
で

き
な
い
」
…
…
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
料
は
、

毎
年
の
よ
う
に
値
上
げ
さ

れ
、
滞
納
世
帯
は
4
世
帯

に
1
世
帯
を
超
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１

０
年
も
平
均
で
６
２
２
３
円
の
値

上
げ
で
す
。

　新
年
度
は
さ
ら
な
る
値
上
げ
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
額
所
得

者
は
下
が
る
一
方
で
、
所
得
の
低

い
世
帯
や
中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯

は
大
幅
値
上
げ
で
す
。
経
過
措
置

と
し
て
、
新
年
度
か
ら
2
年
間
だ

け
減
額
を
考
え
て
い
ま
す
。

国
庫
負
担
率
は
半
減

保
険
料
は
2
倍

　高
す
ぎ
る
保
険
料
の
最
大
の
原

因
は
、
国
保
会
計
へ
の
国
庫
負
担

率
を
50
％
（
1
9
8
4
年
度
）
か

ら
25
％
（
2
0
0
7
年
度
）
に
引

き
下
げ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

（
グ
ラ
フ
参
照
）

国
保
の
「
広
域
化
」
で

天
井
な
き
値
上
げ
に

　今
回
の
値
上
げ
は
、
現
在
、
民

主
党
が
す
す
め
る
国
保
の
「
広
域

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

化
」
に
合
わ
せ
て
保
険
料
の
計
算

方
法
を
変
更
す
る
た
め
で
す
。
国

保
を
区
市
町
村
ご
と
の
運
営
か
ら

都
道
府
県
ご
と
の
運
営
に
変
え
る

の
が
「
広
域
化
」
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
国
保
会
計
へ
の
区
市
町
村

の
税
金
の
繰
り
入
れ
は
や
め
る
こ

と
に
な
り
、
保
険
料
ア
ッ
プ
を
招

き
ま
す
。
一
方
で
、
国
保
へ
の
国

庫
負
担
を
さ
ら
に
減
ら
す
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　厳
し
い
経
済
状
況
の
下
で
、
国

民
健
康
保
険
料
を
払
え
な
い
世
帯

を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

る
制
度
改
悪
と
保
険
料
の
値
上
げ

は
何
と
し
て
も
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

日本共産党23区区議団が共同で申し入れ

　日本共産党23区区議団は11月25日、東京都に対して国民健康保険への
財政支援を求める申し入れを行いました。
　内容は

1●特別区の国民健康保険財政の健全化と引き下げのため、
財政支援を抜本的に拡充すること。

2●国に対し、国庫負担を計画的に1984年の水準に戻し、
誰もが払える保険料の水準にするよう求めること。

3●国保事業の広域化を撤回するとともに、国に対して広
域化をやめ、区市町村国保制度の維持・拡充にとりく
むよう、申し入れること。

　1997年、自民、民主、社民などの賛成で国保法が
変えられ、保険証の取り上げが始まりました。
　目黒区では、保険料の滞納を理由に保険証を取り上
げられた世帯は約2000件にも上ります。｢国民皆保険
制度｣の精神を踏みにじり、医療を受ける権利を奪うこ
とは許せません。｢区民の命にかかわる問題。すぐに届
けるべき｣と改善を求め、区長に｢長期になる場合は、
検討する｣と国保加入者への発送を約束させました。

2000世帯にも！
日本共産党の質問で改善へ

保険証の取り上げ保険証の取り上げ

国民健康保険事業年報から

国保会計の国庫負担率と保険料
国庫負担率

1人当たり保険料49.8％

25.0％
39,020円

84,367円

■65歳以上の夫婦、年金収入200万円の場合

　現在　6万3840円   改定　10万453円
■夫の給与収入250万円、妻と子ども1人扶養の場合

　現在　12万9176円   改定　21万6296円

保険料モデル

＊当初2年間だけ値上げ緩和の経過措置があります。

65歳以上の夫婦、年金収入200万円の場合

耐えがたい負担増！




